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®¯°¬�±²� ³´µ¶·¸z¶¹¸|�|ºº� Æµº·¸º´Åz¶µ¶
³Å»¾ÃÁ¹¸·´¶zµ�z»¸|·¶¹¾¿, À¹µ|¾Ã¸º´Åz¶µ¶
ÈÅ,Ã¸Á¾Ã¾µ»¶| À|¶¿Á¸ÂÃ¾·Ä|z´¾µ�|ºº�

Ç¯°¬�±²� $¾½µ»½¾µ��¿,%¸�»µ¹½µ� É¾·´¸Ãµ�|¾,º»¶Ê
³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|� É¾·´¸Ãµ�|ºº��
Èµ|·¹¸º¸Áµ��»µ¹½µ� Àµ¹µzµ»µÃ¿|�z¹µ||¾¹¸|·¹¾|
É¾·´¸Ãµ�µ¹¿¶Ã|¾| Àµ¹µzµ»µÃ¿|�|ºº��

Ë� ÌÍÎ�ÏÐÑªÌ ÌÐÔÝÞ ÓÔÓÌ� àå�� è±ß�ÏÐÑªÌ
�Ë×�ØÙË� ±Îñîï ±Îñîï àå�� àåèÏÐÑªÌ

ÏåæÍÏÐÑªÌ ±ÎÝÞ àåèÏÐÑªÌ Õ�ß�ÌÖÎÍ
ª�ª¬²¬äÏ ÍÍæÎ�Õ Õ�ß�ÌÖÎÍ ßªöÏÐÑªÌ
î÷ªÖ ÔÚÔ²ëÝÞ ÔîïÖÕðñß� Úø�ÕÏÐÑªÌ

Úøùã
êÜñÕ��(ØÙ/

V�Ç¯ �ûü�� �ûü�� �ûü�� �ûü��
�ýþ�¯ ÔÚÔ±è�åîï ÖèÏå�åîï ÖèÏå�åîï àñäøù�
���¯ Ì�öùªÛÖ� ÏÚÎÒ�� îÛåè���ê�ö� îÛåè���ê�ö�

�ÛÕøÌ�� î÷Ñ�ë �ÛÕøÌ�� �ÛÕøÌ��
ààÜìáñø� õâåÛ�á��Ô �ðñÕðñ�ëøÌ Ìï���Ì
�Ñøö� îÑÚø�á��Ô �ùÛÌøÌ�� ���õ�
�ðñÕðñÖï�øÌ ÝÖ�Ì«øù ù«²�øÕ ÛøÕøÌ
ÓÛàæúøÌ àÕÚ«ç¬Ì�øù ²�öøÕ �ùÛÌøÌ��
ÌïõÛÕë ���ç¬Ì�Î�Õ Üù�øÌ çÑÖíáøÌ
Õ�ÓÛøÌ ÔÚÔáÑîÕøù �	�
� ù«²�øÕ
ÖÛÜìáñ�Ì ÔÚÔÜùî�øù ÓàÏåø�øÞ Í�Ñ�ö÷áÓ��
õÌ«�õÛÕë �ÛÕøÌ�� ñ�Úø±Îç²� �ÕÓ�Ó��
àÕÚ«ÌÖªõÔ àÕÚ«ÌÖªõÔ «Î�îîïê ÛòÏª�øÌ�
�ùÛÌøÌ�� ö÷áøÌ �	�
�
àÝÒèøÕ ñù�ÌÖªÛÖ ¼¿,,¿»¾·¶|�µ,,¸Ã¸¾Á¶|
�	�
� Û�ÎÍñÔùÚ �,º´¾|¸¹¿|�´¶,¾º¹¾z´¾¾
�¬�Õ±òÛÚÛá ÛòÓÛàæú �,º´¾|·¶�¾Ãµ�,µÁµ�µ|zµ¹¾¶Ã|¾|
êìáö�ãÖ�öÌ �ùÛÌøÌ�� ÔÚÔÖèøú�öÌ

ÓÖÜÛÏà À¹¾¸Ã¸|º¾¸�
²ø�éñÖà ©�Úøñù
ùð�å�¬��øÕ�&� îÛåèÚøñù
�ðñÕðñÚÔ÷á ÔÚÔõ«Öñù
�	�
� Ííîïïê
�¹,µÃÁ¾µ�


�¨� ç²�Ò� Ì�ª�îñ ù¬ñÔåÒ� ñÏéÕñÍ«
Ì�ª�îñ ÝÌâ�Ò� Ûî�ñÔåÒ� öÌÑ��ñ
ÝÌâ�Ò� ç²�Ò� ïñ�ÓÛÎ ñÍ«�ïâ�Ò�
�ðñÕðñÏøÎ çÑâ�Ò� ñÔçòÎ ñÏ�ñÔñÍ«
çÑâ�Ò� ïñÓà÷� ààñÔçòÎ
Ûî�ñÔåÒ� ²�÷�
á�Î�Õ Û±�

���� �öÓÚÝÛ��� Ó��Õ±ÑÌÖ �ö²�Õ±ÑÌÖ
áæÝÛ��� Õ±ÑÌÖÎ�Õ
ÝÛ��� ÓÔÑ���
Õ±ÑÌÖ áæÝÛ���
�ö²�Õ±ÑÌÖ ÏïÔÕ±ÑÌÖ
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 ±èøÖ¬ñÔ�ë ±èøÖ¬ñÔ�ë
ÌÌåÛñÔ�ë
±èïÖñÔ�ë
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®¯°¬�±²� ³´µ¶·¸z¶¹¸|�|ºº� ³¹Åº·¸º´Åz¶µ¶ ³´µ¶·¸z¶¹¸|�|ºº�

³¹Åº·¸º´Åz¶µ¶ ÈÅ,Ã¸Á¾Ã¾µ»¶| ³Å»¾ÃÁ¹¸·´¶zµ�z»¸|·¶¹¾¿,
Æµº·¸º´Åz¶µ¶ Æµº·¸º´Åz¶µ¶ ÈÅ,Ã¸Á¾Ã¾µ»¶|

À¶¹¾Á¾Ã¾µ»¶|
À¹µ|¾Ã¸º´Åz¶µ¶
À|¶¿Á¸ÂÃ¾·Ä|z´¾µ�|ºº�

Ç¯°¬�±²� ³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|� ³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|� ³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|�
É¾·´¸Ãµ�µ¹¿¶Ã|¾| É¾!¸º»¶¿¹µ�|ºº� É¾·´¸Ãµ�|ºº�
É¾·´¸Ãµ�¸z¿»µ·µ É¾·´¸Ãµ�|¾,º»¶Ê
É¾·´¸Ãµ�|ºº� É¾·´¸Ãµ�|ºº�
Àµ¹µzµ»µÃ¿|�|ºº� Àµ¹µzµ»µÃ¿|�|ºº�

Ë� ö÷áÜ¬ ÓÛÔÏÐÑªÌ ÓÛÔÏÐÑªÌ ÓöçÑå
�Ë×�ØÙË� Õ�ß�ÌÖÎÍ àå�� àÕÚ«ÏÐÑªÌ Õ�ß�ÌÖÎÍ

Úøùã Õ�ß�ÌÖÎÍ àå�� ±Û��ÝÚ�è
ÔîïÖÕðñß� á±â��ãÚÔÝä á±â��ãÚÔÝä â�å±ªÌ�
ò�ÏÐÑªÌ Úø�ÕÏÐÑªÌ �Î�ÏÐÑªÌ Úø�ÕÏÐÑªÌ
�Î�ÏÐÑªÌ Úøùã Úøùã

úìõÌÏÐÑªÌ ÷áä�ªÌ
è±ß�ÏÐÑªÌ ÛåÛ±èÌÖÎÍ

êÜñÕ��(ØÙ/
ò�ÏÐÑªÌ
è±ß�ÏÐÑªÌ

V�Ç¯ �ûü�� �ÛÕøÌ�� �ûü�� �ûü�� �ûü��
�ýþ�¯ Ì«�åîï� ààÜìáñø� øãÔ� îÛåè���ê�ö� öæ²ê�ö�
���¯ çÑÌ«øù �Ñøö� îÛåè���ê�ö� '¶·µº¶Ãµ¶¸º|¾|� ©�ê�ö��

õâåÛ�á��Ô �ùÛÌøÌ�� �ÛÕøÌ�� �ùÛÌøÌ�� ç(Ñøù�
�ÛÕøÌ�� àÝÒèøÕ õÛøÌ� ø�äÝÛÒ� �ÛÕøÌ��
àÕÚ«ÌÖªõÔ ö�øú�øÌ �ùÛÌøÌ�� áõÛÕøÌ ��ÓÕ²ÔøÌ
áñªöõÛÕë ��²�Óà� çÑÖíáøÌ �	�
� ÛøÕøÌ
áë²ñ¬ñÐøÌ �çã¬øÌ�� �	�
� ¼¿,,¿»¾·¶|�µ,,¸Ã¸¾Á¶| �	�
�
ÓÛàæúøÌ àùçã¬øÌ Æ¶·¶¹¸|·¶�¾Ãµ�Á¶º¹¶||µ �,º´¾|·¶�¾Ãµ�,µÁµ�µ|zµ¹¾¶Ã|¾| ñÏçã¬øÌ�
ÌïõÛÕë �	�
� �´µ»¶Ã¶||µ� ÎÔåÏÚ�
�Û�ùÚ îÛåèÚøñù îÛåèÚøñù Ì�¬ö�ãÖ�öÌ
õÌ«�õÛÕë êìáö�ãÖ�öÌ ©�Úøñù îÛåèÚøñù
�ÌÖªÛÖ Ííîïïê ©�Úøñù
÷ÖøÌ ÔÚÔõ«Öñù
Ï�ö�øÌ
áñªöö¬ÛîøÌ
ñ÷ÓÖ()*+,*++-./0/
�ðñÕðñÖï�øÌ


�¨� ñÏ�ñÔñÍ« ñÏéÕñÍ« ��÷©
çÑÎ�ÐÕ ñÏ�ñÔñÍ« öÌÑ��ñ
çÑâ�Ò� ��÷© ñÏéÕñÍ«
çÑÝÎ±

���� �öÖ��� ñÏÍíÕ±ÑÌÖ ÝÚø�Ô��ÌÖ
�öÓÚÝÛ��� áæÝÛ��� ÓÚ���
áöÑ÷áÕ±ÑÌÖ �ö²�Õ±ÑÌÖ Õ±ÑÌÖ
áæÝÛ��� Óà���
�ö²�Õ±ÑÌÖ
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±èïÖñÔ�ë
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®¯°¬�±²� ³´µ¶·¸z¶¹¸|�|ºº�� 1¹µ�¾»µ¹¾µ�|ºº� ³´µ¶·¸z¶¹¸|�|ºº��

³´»¸¹¸z¸zzµ»¶| ¼µ½¾z¿»µ�|ºº� �¾z,¸º´¸¹µ�|ºº�
�¾z,¸º´¸¹µ�|ºº� 2¾µ·¸,µz¶µ¶ À¹µ|¾Ã¸º´Åz¶µ¶
À¹µ|¾Ã¸º´Åz¶µ¶

Ç¯°¬�±²� ³¾¹¹¾º¶Á¾µ��Ãµ¿º»¾¿|� ³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|� ³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|�
³¸º¶º¸Áµ��Ãµ¿º»¾¿|� É¾·´¸Ãµ�|ºº� É¾·´¸Ãµ�|ºº�
É¾·´¸Ãµ�|ºº� Àµ¹µzµ»µÃ¿|�|ºº� Àµ¹µzµ»µÃ¿|�|ºº�
Àµ¹µzµ»µÃ¿|�|ºº� À¸»Åz´µ¶·µ��»µ¹½µ� À¸»Åz´µ¶·µ��»µ¹½µ�
À¸»Åz´µ¶·µ��»µ¹½µ�

Ë� ÌÚÐÛÜ¬ Õ�ß�ÌÖÎÍ ÓÔÓÌ� ÓàäÝÞ àÕÚ«ÏÐÑªÌ
�Ë×�ØÙË� ÓöàëÜ¬ àåèÏÐÑªÌ àå�� öøÔÍñÍññà àå��

ÓÔÓÌ� ÔîïÖÕðñß� àåèÏÐÑªÌ Õ�ß�ÌÖÎÍ á±â��ãÚÔÝä
ÌÍÎ�ÏÐÑªÌ �¬�ÑÎ�ø¬ ò�ÏÐÑªÌ �ó�ô�ÏÐÑªÌ Öá±ÏÐÑªÌ
úÐÏÐÑªÌ êÛæÕÜ¬ è±ß�ÏÐÑªÌ ò�ÏÐÑªÌ �ó�ô�ÏÐÑªÌ

�Î�ÏÐÑªÌ è±ß�ÏÐÑªÌ
V�Ç¯ �ûü�� �ûü�� �ûü�� �ÛÕøÌ�� �ÛÕøÌ��
�ýþ�¯ ÚÕàöê�ö� îÛåè���ê�ö� Ûò�á�ë� �¬��âÌ ±Í�¬�Õ�ÌÖªÛÖ
���¯ ç¬Ì�øù �ÛÕøÌ�� �ÛÕøÌ�� �	�
� �	�
�

�ÛÕøÌ�� ÛÌ÷��øÌ ç¬ÛÕÌÎ �,º´¾|·¶�¾Ãµ�,µÁµ�µ|zµ¹¾¶Ã|¾| õÛÌ«ÏÚä�Íí±
ÓÛàæúøÌ �ùÛÌøÌ�� �îÛëÚ �,º´¾|·¶�¾Ãµ�¹µÁ¾µ·µ Ì«ÏÚä�Íí±
àÕÚ«ÌÖªõÔ �ðñÕðñ�öøÌ ²ñøõöùÎ� ³µ»zµ¹¾Ãµ� îÛåèÚøñù
Õ�ÓÛøÌ �	�
� �	�
� Æ¶·¶¹¸|·¶�¾Ãµ�Á¶º¹¶||µ ÔÚÔõ«Öñù

¼¿,,¿»¾·¶|�µ,,¸Ã¸¾Á¶| �,º´¾|·¶�¾Ãµ�,µÁµ�µ|zµ¹¾¶Ã|¾| Ì«ÏÚä�Íí±
�Åº¸|Å»»¾|� îÛåèÚøñù õÛÌ«ÏÚä�Íí±
îÛåèÚøñù ©�Úøñù Ì�¬ö�ãÖ�öÌ
Ö¬ç�ñù ±è±Îç²� Ö¬ç�ñù
©�Úøñù ²�±�ÌèÚÛá îÛåèÚøñù

©�Úøñù
²�±�ÌèÚÛá


�¨� Ì�ÏäÚ �ðñÕðñÏøÎ ñÏéÕñÍ« ñÏéÕñÍ« Õ±çà�Ö
ñÏéÕñÍ« ñÏéÕñÍ« ñÏø�ú �îÕÖÛààä �îÕÖÛààä
��÷© ñÏø�ú ��÷© ��÷© ÝÌöù÷â
ç²�Ò� Ì�ÏäÚ ÕìáñÒ� ÕìáñÒ� ÝúçÑÖáè
ñÏø�ú �ðñÕðñø�
öÌÑ��ñ
çÑÝÎ±
ñÏ�ñÔñÍ«

���� �ªáÎ���� áæÝÛ��� Õ±ÑÌÖ �öÓÚÝÛ��� Õ±ÑÌÖ
Í3ÔñÏáÎ���� �ªáÎ���� ÝÛ��� áæÝÛ��� Ó��Õìö���
éë�ªÝÛ��� �öÓÚÝÛ��� ÌïÝªÝÚê�Ì��� �ö²�Õ±ÑÌÖ ÌïÝªÝÚê�Ì���
áæÝÛ��� �ö²�Õ±ÑÌÖ Í�Ñ�ÝÚê�Ì��� ÜùÝÛ��� Í�Ñ�ÝÚê�Ì���
�öÓÚÝÛ��� ��öÑ÷áÕ±ÑÌÖ ÏïÔÕ±ÑÌÖ ÏïÔÕ±ÑÌÖ
�ö²�Õ±ÑÌÖ ÖáèÕ±ÑÌÖ
��öÑ÷áÕ±ÑÌÖ áæÝÛ���

	�
 ñÔøÑ� åð�� ±èøÖ¬ñÔ�ë ±èøÖ¬ñÔ�ë
±èïÖñÔ�ë ÌÌåÛñÔ�ë
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åð��
ñÔøÑ�
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�¤������
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6.19.1.2 予測 

6.19.1.2.1 工事の実施 

 (1) 予測の概要 

工事の実施による影響の予測について、海域生態系のうち、地域を特徴付ける

生態系に係る予測の概要を整理し、これらが及ぼす海域生態系を構成する生物種

の変化を予測しました。 

工事の実施による地域を特徴付ける海域生態系の予測概要は、表-6.19.1.2.1.1

に示すとおりです。 

 

 

表-6.19.1.2.1.1 海域生態系に係る予測の概要（工事の実施） 

項 目 内 容 

予測項目 地域を特徴付ける生態系 

影響要因 ・護岸の工事 

  代替施設本体の護岸工事 

  辺野古地先水面作業ヤードの工事 

  海上ヤードの工事 

・埋立ての工事 

  代替施設本体の埋立工事 

・造成等の施工による一時的な影響 

  代替施設本体における造成等の施工 

  進入灯の工事 

・建設機械の稼働 

・資材及び機械の運搬等に用いる車両の運行 

予測地域 調査地域のうち、海域区分及び生態系の類型区分を踏まえ、影響要因

毎に海域生態系に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地

域とします。 

予測対象時期等 各地域の海域生態系の特性を踏まえて、環境影響を的確に把握できる

時期とします。 

なお、工事中の予測対象時期等は、護岸の工事、埋立ての工事及び造

成等の施工並びに資機材の運搬車両の走行及び建設機械の稼働により、

海域生態系に係る影響を的確に把握できる時期とします。 

予測の手法 地域を特徴付ける生態系の区域と、事業実施区域並びに環境変化が生

ずる範囲とを重ね合わせ、既存の知見等を参考とし、生態系の生物生息

環境を構成する種類、生態系の主要な生物種、上位種の生態的特性を踏

まえて定性的に予測しました。 
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 (2) 予測方法 

  1) 予測項目の選定 

工事の実施による海域生態系の予測概要を示した表-6.19.1.2.1.1から、予測項

目を検討するために図-6.19.1.2.1.1を作成しました。この検討から、護岸の工事

については水の濁り・堆積、水の汚れ、騒音・振動、海底地形の改変が、埋立て

の工事からは水の濁り・堆積、水の汚れ、騒音・振動、夜間照明が、造成等の施

工による一時的な影響からは水の濁り・堆積、騒音・振動が、建設機械の稼働及

び資材及び機械の運搬等に用いる車両の運行については騒音・振動が考えられま

す。また、埋立ての工事に使用する砂材等については、動植物種の混入に伴う大

浦湾の海域生態系への影響が考えられます。これらを予測項目として選定し、表

-6.19.1.2.1.2に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.19.1.2.1.1 工事の実施における地域を特徴付ける海域生態系に 

対する予測項目の検討 

【埋立ての工事】 

代替施設本体における造成等の施工 

【造成等の施工による一時的な影響】

進入灯の工事 

【建設機械の稼働】 

【資材及び機械の運搬等に用いる車両の運行】

地域を特徴付ける海域生態

系に及ぼす影響の予測項目 
影響要因 

【護岸の工事】 

代替施設本体の護岸工事 

辺野古地先水面作業ヤードの工事

海上ヤードの工事 

水の濁り・堆積 

騒音・振動 

夜間照明 

水の汚れ 

工事用仮設道路の工事 

美謝川の切替え工事 

代替施設本体の埋立工事 

砂材等による動植物
種の混入 

海底地形の改変 
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表-6.19.1.2.1.2 工事の実施における地域を特徴付ける海域生態系に係る

予測項目の選定 

影響要因 予測項目 

護岸の工事 

水の濁り・堆積 

水の汚れ 

騒音・振動 

海底地形の改変 

埋立ての工事 

水の濁り・堆積 

水の汚れ 

騒音・振動 

夜間照明 

砂材等による動植物種の混入 

造成時の施工による一時的な影響
水の濁り・堆積 

騒音・振動 

建設機械の稼働 騒音・振動 

資材及び機械の運搬等に用いる車

両の運行 
騒音・振動 

 

 

  2) 予測対象とする地域を特徴付ける生態系の選定 

本検討では、本項の「6.19.1.1 調査」において述べたように、7海域（豊原～

松田地先海域、辺野古地先海域、大浦湾口部海域、大浦湾西部海域、大浦湾奥部

海域、大浦湾東部海域、嘉陽～安部地先海域）それぞれについて、その海域を特

徴付ける生態系類型区分を検討・選定しました。そして、その生態系内の生物生

息基盤を構成する海藻草類やサンゴ類の構成及び食物連鎖関係を検討し、生態系

ごとに注目すべき生物種、食物連鎖の上位種を選定した結果を表-6.19.1.2.1.3

に示しました。また、表-6.19.1.2.1.3には、それぞれの地域を特徴付ける生態系

の機能についても示しました。 

なお、海域生態系に関する予測を海域毎の地形や藻場等の生物生息基盤に着目

して行いました。このほか、特殊性の視点からジュゴン及びウミガメ類に着目す

ることとし、それぞれに対する予測・評価を個別に行いました（6.13 海域生物、

6.16 ジュゴン参照）。 
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表-6.19.1.2.1.3 地域を特徴付ける生態系の選定結果 

海域区分 生態系の類型区分 生態系の基盤 
注目すべき生物種 

生態系の機能 
主要種・優占種 食物連鎖上の上位種 

豊原～松田
地先海域 

干潟生態系 砂質干潟 ミナミコメツキガニ、
クサフグ 

オニカマス 生物生産機能、物質循環機能に優れた干潟
生態系であると考えられます。 

海草藻場生態系 リュウキュウスガモ、ボウバア
マモなどの海草藻場 

 ゴマウツボ、ニセゴイシウツボ 物質循環機能、生物の共存機能に優れた海
草藻場生態系であると考えられます。 

辺野古 
地先海域 

海草藻場生態系 リュウキュウスガモ、ボウバア
マモなどの海草藻場 

 マダラトビエイ、カスミアジ、バ
ラフエダイ、ヒトミハタ 

物質循環機能、生物の共存機能に優れた海
草藻場生態系であると考えられます。 

サンゴ礁生態系 コユビミドリイシ、ダイノウサ
ンゴ、コブハマサンゴ、ハナヤ
サイサンゴ、ルリサンゴなどの
サンゴ類 

スズメダイ科の魚類 トビエイ、ニセゴイシウツボ、ゴ
マウツボ、スジアラ、コクハンア
ラ、バラハタ、ヒトミハタ、カス
ミアジ、バラフエダイ 

生物生産機能、生物の共存機能、浄化機能、
景観形成機能、防災機能に優れたサンゴ礁
生態系であると考えられます。 

大浦湾口部
海域 

サンゴ礁生態系 コブハマサンゴ、ヨコミゾスリ
バチサンゴ、ウスチャキクメイ
シ、ノリコモンサンゴなどのサ
ンゴ類 

スズメダイ科の魚類 ゴマウツボ、ドクウツボ、テンジ
クダツ、スジアラ、コクハンアラ、
バラハタ、オジロバラハタ、カス
ミアジ、ツムブリ、バラフエダイ

生物生産機能、生物の共存機能、浄化機能、
景観形成機能、防災機能に優れたサンゴ礁
生態系であると考えられます。 

大浦湾西部
海域 

サンゴ礁生態系 アナサンゴ、コブハマサンゴ、
ノリコモンサンゴなどのサン
ゴ類 

スズメダイ科の魚類 マダラトビエイ、ゴマウツボ、ド
クウツボ、スジアラ、コクハンア
ラ、ヤイトハタ、バラハタ、マダ
ラハタ、カスミアジ、バラフエダ
イ、ヨコシマサワラ 

生物生産機能、生物の共存機能に優れたサ
ンゴ礁生態系であると考えられます。 

大浦湾奥部
海域 

干潟生態系 砂泥質干潟 マドモチウミニナ ヤイトハタ、チャイロマルハタ 生物生産機能、物質循環機能に優れた干潟
生態系であると考えられます。 

サンゴ礁生態系 アバレキクメイシ、アミメサン
ゴ、コブハマサンゴなどのサン
ゴ類 

 ゴマウツボ、ドクウツボ、カスミ
アジ、オニヒラアジ、スジアラ、
チャイロマルハタ、ゴマフエダ
イ、バラフエダイ 

生物生産機能、生物の共存機能に優れたサ
ンゴ礁生態系であると考えられます。 

大浦湾東部
海域 

サンゴ礁生態系 ハナガサミドリイシ、アナサン
ゴ、アオサンゴ、キクメイシな
どのサンゴ類 

スズメダイ科の魚類 ドクウツボ、スジアラ、コクハン
アラ、バラハタ、カスミアジ、バ
ラフエダイ、クロガシラウミヘ
ビ、クロボシウミヘビ、イイジマ
ウミヘビ 

生物生産機能、生物の共存機能、浄化機能、
景観形成機能、防災機能に優れたサンゴ礁
生態系であると考えられます。 

嘉陽～安部
地先海域 

海草藻場生態系 リュウキュウスガモなどの海
草藻場 

 カスミアジ 物質循環機能、生物の共存機能に優れた海
草藻場生態系であると考えられます。 
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 (3) 予測結果 

前述で選定した予測項目について、生態系ごとに注目すべき生物種、食物連鎖

の上位種の生息・生育状況の変化を予測しました。以下に示した予測内容を、水

域別に総括した概要を図-6.19.1.2.1.2に示します。 

 

  1) 水の濁り、堆積 

工事中における濁りの拡散状況の予測結果は、「6.7 土砂による水の濁り」に

おいて示したとおりです。 

工事中の SS 予測結果（1年次 10 ヶ月目、4年次 4ヶ月目）によると、SS 濃度

が日平均値で水産用水基準である 2mg/L 以上（(社)日本水産資源保護協会(2006)）

となる範囲がみられる水域としては、代替施設本体工事では辺野古地先、大浦湾

口部、大浦湾西部、大浦湾奥部が該当します。このうち、大浦湾口部、大浦湾西

部、大浦湾奥部では比較的広い水域に 2mg/L 以上の範囲が発生すると予測されて

います。辺野古地先の礁池については、代替施設及び辺野古地先水面作業ヤード

の護岸工事における捨石投入工事によるもので、濁りの原因として石材に付着す

る土砂の寄与が大きいと考えられますが、工事の実施にあたっては、予め洗浄さ

れた石材を使用する環境保全措置を講じることとしており、濁りは低減されるも

のと考えられます。豊原～松田地先、大浦湾東部、嘉陽～安部地先のそれぞれの

海域では水の濁りは発生しないと予測されます。また、堆積量（月最大堆積量）

については、0.1mm 以上の堆積がみられる範囲は、主に工事の施工場所であり、

1mm 以上の堆積については汚濁防止膜内に限定されると予測されています。 

さらに、海上ヤードの撤去時（5年次 5ヶ月目から 5ヶ月間実施）にも水の濁

り等が発生しますが、SS 発生負荷量は設置時の 1/2 程度であると考えられている

ことから、海上ヤード周辺で SS 濃度が日平均値で 2mg/L 以上となる範囲は、工事

中（1年次 10 ヶ月目）で予測した範囲よりも小さいものと予測されます。 

水の濁りが海域生態系へ及ぼす影響については、直接的には、個々の海域生物

に対する濁りそのものによる影響と、濁り成分の沈降沈着による堆積の影響が想

定され、食物連鎖等の生物間の関係を経て間接的に他の海域生物（高次の栄養段

階の生物）に対する影響が想定されます。予測対象として選定した海域生態系の

基盤構成群、注目すべき生物種、上位性種のうち、これらの影響が直接的に想定

される分類群は、光合成を行う海草類、海底面に生息するサンゴ類、及び海底表

面のデトライタス等を摂餌している堆積物食性の甲殻類が考えられます。さらに、

間接的影響として、海草類ならびにサンゴ類が形成する基盤に生息する小型魚類

等の動物に影響が伝達し、さらに、高次の栄養段階の海域生物に影響が及ぶ可能

性が想定されます。 
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事業において講じることとしている環境保全措置を踏まえると、SS 濃度が日平

均値で 2mg/L 以上となる範囲が広い水域は、大浦湾口部、大浦湾西部及び大浦湾

奥部です。これらの範囲において前述のような直接的影響が及ぶ可能性のある生

物群、生物種は、大浦湾口部のサンゴ礁生態系では、コブハマサンゴ、ヨコミゾ

スリバチサンゴ、ウスチャキクメイシ、ノリコモンサンゴなどのサンゴ類、スズ

メダイ科の魚類、上位種のマダラトビエイ、ゴマウツボ、ドクウツボ、テンジク

ダツ、スジアラ、コクハンアラ、バラハタ、オジロバラハタ、カスミアジ、ツム

ブリ、バラフエダイ、大浦湾西部のサンゴ礁生態系では、アナサンゴ、コブハマ

サンゴ、ノリコモンサンゴなどのサンゴ類、スズメダイ科の魚類、上位種のゴマ

ウツボ、ドクウツボ、スジアラ、コクハンアラ、ヤイトハタ、バラハタ、マダラ

ハタ、カスミアジ、バラフエダイ、ヨコシマサワラ、大浦湾奥部では干潟生態系

に属するマドモチウミニナ、上位種のヤイトハタ、チャイロマルハタ、サンゴ礁

生態系に属するアバレキクメイシ、アミメサンゴ、コブハマサンゴ等のサンゴ類、

上位種のゴマウツボ、ドクウツボ、カスミアジ、オニヒラアジ、スジアラ、チャ

イロマルハタ、ゴマフエダイ、バラフエダイなどが該当します。 

代替施設の施工時には、大浦湾口部、大浦湾西部に濁りが拡散する可能性があ

ります。また、濁り物質の堆積は汚濁防止膜内部で生じると考えられます。 

ここで、濁りや濁り物質の堆積からの影響について、生物種ごとの許容量は明

らかではありませんが、高濃度の濁りが発生した場合や濁り物質の堆積量が多く

なった場合にはサンゴ類や海藻類の成長・生育に影響が及ぶ可能性が考えられま

す。これらの生物群、生物種の個々についての水の濁りに対する許容値は明らか

ではありませんが、このように、その場の生態系の基盤を構成する海草類やサン

ゴ類の生育・生息状況が変化した場合、その変化の程度が大きい場合には、そこ

に生息している魚類（植物食性、動物食性とも）の餌料環境や生息場の構造に変

化を生じさせるという影響が伝播する可能性が考えられます。また、各生態系の

持つ機能（生物生産機能、生物の共存機能、浄化機能）が変化し、十分な機能を

維持できない可能性も考えられます。 

しかしながら、施工区域の周辺に汚濁防止膜を設置して濁りの広域的な拡散を

防止する対策等を講じることから、濁りの影響は局所的な範囲に抑えられ、濁り

物質の堆積も汚濁防止膜内部にだけ生じることとなるため、これらの施工区域周

辺の海域でも濁り等の変化は小さいと考えられます。また、豊原～松田地先、大

浦湾東部、嘉陽～安部地先について、その地区に生息・生育する種の生息・生育

環境の変化は小さいと予測されます。 
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  2) 水の汚れ 

工事期間中のコンクリート工事に伴うアルカリ負荷による pH の変化予測結果

は「6.6 水の汚れ」において示したとおりです。 

この予測の結果では、大浦湾西部の負荷点のごく近傍で 0.1 程度の上昇が生じ

ると予測しています。 

pH は生物の内分泌や呼吸の活動に関連する要因と考えられており、その変化が

大きな場合には生息に影響を与える可能性が考えられます。 

水の汚れの予測において pH の変化が考えられたのは大浦湾西部海域ですが、上

記のようにその変化は最大でも 0.1 程度であり、この程度の pH の変化は、自然の

海域においても生物の活動等によって頻繁に発生する変動の範囲内にあると考え

られます。このため、大浦湾西部の生態系（サンゴ礁生態系）に属する各生物群、

生物種の生息生育環境及び本生態系がもつ機能（生物生産機能、生物の共存機能）

の変化はほとんどないものと予測しました。 

 

  3) 騒音・振動 

  (a) 騒音 

工事区域において発生される騒音のうち、空中から水中に音が入射する場合

の臨界角度は約 13°と狭く、空中音はほとんど反射して水中には入らないと考

えられます。このため、施工区域に近い海域においても音に関する環境の変化

は小さいと予測されます。 

工事に伴う水中音については、海域生物のうち移動能力が大きな魚類に対し

て、水中音の発生源からの逃避行動を引き起こす影響が想定されます。 

水中音の主な発生源としては下記のような 2つの工種があげられます。 

 

○杭打ち工事 

二重締切矢板式護岸工、進入灯（東側、西側）及び燃料桟橋の工事において、

杭打船やクローラ式杭打機による打撃工法（油圧ハンマ）により鋼管矢板や本

杭を打設する際に水中音が発生すると考えられます。 

○捨石投入工事 

ケーソン式護岸の基礎捨石工事において、ランプウェイ台船から捨石を投入

する際に水中音が発生すると考えられます。 

 

代替施設本体及び海上ヤードの周辺海域（辺野古地先、大浦湾口部、大浦湾

西部、大浦湾奥部）を特徴付ける生態系で確認されている主要な魚類は、辺野

古地先の海草藻場生態系ではマダラトビエイ、カスミアジ、バラフエダイ、ヒ

トミハタ、サンゴ礁生態系ではスズメダイ科の魚類、トビエイ、ニセゴイシウ
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ツボ、ゴマウツボ、スジアラ、コクハンアラ、バラハタ、ヒトミハタ、カスミ

アジ、バラフエダイ、大浦湾口部のサンゴ礁生態系では、スズメダイ科の魚類、

マダラトビエイ、ゴマウツボ、ドクウツボ、テンジクダツ、スジアラ、コクハ

ンアラ、バラハタ、オジロバラハタ、カスミアジ、ツムブリ、バラフエダイ、

大浦湾西部のサンゴ礁生態系ではスズメダイ科の魚類、ゴマウツボ、ドクウツ

ボ、スジアラ、コクハンアラ、ヤイトハタ、バラハタ、マダラハタ、カスミア

ジ、バラフエダイ、ヨコシマサワラ、大浦湾奥部の干潟生態系ではヤイトハタ、

チャイロマルハタ、サンゴ礁生態系ではゴマウツボ、ドクウツボ、カスミアジ、

オニヒラアジ、スジアラ、チャイロマルハタ、ゴマフエダイ、バラフエダイ、

ヒロオウミヘビ、エラブウミヘビ、イイジマウミヘビです。 

魚類が水中音に驚き、発生源から遠ざかる行動を示す音圧レベルは、一般的

には 140～160dB であるといわれています（(社)日本水産資源保護協会 1997）。

「6.16 ジュゴン」において示した、海中土木工事による水中音の予測結果（1

年次 3～4ヶ月目）によると、水中音圧レベル 140dB 以上となる範囲は、大浦湾

の西側部分となります。 

前述の上記の個々の種類に対する水中音の影響についての知見は得ていませ

んが、上記の既往資料の情報では、前述のようなそれぞれの生態系を構成する

魚類について、水中音圧レベル 140dB 以上となる範囲においては逃避行動を起

こすものと推定され、魚類の行動が変化する可能性があります。この外側では

それぞれの生態系を構成する魚類の生息環境の変化の程度は小さいと考えられ、

これらの生態系がもつ機能も存続すると考えられます。 

 

  (b) 振動 

工事に伴う海底振動による影響が想定されるのは、海底面に接して生活する

底生性の魚類及び底生動物と考えられ、海底や岩礁の近くを遊泳する底層性の

魚類にも影響が及ぶ可能性があります。 

工事に伴う振動については、騒音と同様、杭打ち工事及び捨石投入工事から

発生すると想定されます。 

海中土木工事の測定事例（(社)日本水産資源保護協会 1997）によると、杭

打ち工事での振動加速度レベルは、工事地点から 22m 地点で最大 111dB、90m 地

点で最大 80dB、260m 地点で最大 54dB となっています。また、捨石投入工事で

の振動加速度レベルは、工事地点から 100m で 50dB 程度となっています。 

底生性の魚類及び底生動物の海底振動による影響の知見は確認出来たものが

ありませんが、一般的なアジ、サバ、スズキ等を対象とした場合、海底振動レ

ベル 50dB 程度以上で影響が発生すると推測（(社)日本水産資源保護協会 1997）

されていることから、杭打ち工事では工事実施の約 300m 付近まで、捨石投入工
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事では工事実施の約 100m 付近までに含まれる範囲を影響の想定される範囲とし

ますと、代替施設本体及び海上ヤードのごく近傍の周辺海域（辺野古地先、大

浦湾口部、大浦湾西部、大浦湾奥部）がこれに含まれます。 

代替施設本体及び海上ヤードの周辺海域を特徴づける生態系で確認されてい

る主要な（優占的な）生物のうち、底生性もしくは底層性の魚類及び底生動物

は、サンゴ類を除くと、海上ヤードが設置される大浦湾奥部の干潟生態系に属

するマドモチウミニナが該当します。しかし、前述のように海上ヤードの施工

に伴って行われる捨石投入工事では工事地点の約 100m 付近までが影響範囲と想

定されることから、マドモチウミニナなどの干潟生態系を構成する生物の生息

生育環境の変化はないものと考えられます。 

なお、上記のように海底振動の影響は、工事区域から約 300m までの範囲に及

ぼされると考えられることから、他の生物に対する影響が発現したとしても小

さな範囲にだけ及ぼされるものと推定されます。 

 

  4) 夜間照明 

海上工事に関しては、基本的に作業時間を日の出から日没までとしており、光

を照射しての夜間作業を行うことはありません。また、工事船舶に関しては、夜

間に停泊中の船舶は法令で定められた灯火は使用しますが、他に光を照射するこ

とはありません。そのため、海上における工事中の夜間照明が海域生物に影響を

及ぼすことはないものと考えられます。 

代替施設本体工事において夜間工事を計画しているのは、代替施設本体の給油

エリアと駐機場の東側を主にした舗装工事で、工事の実施期間は 3ヶ月間です。

この工事区域は大浦湾西部海域に面している部分であり、近傍の大浦湾西部海域

において夜間工事の照明が及ぶ可能性があります。ただし、短期間であること、

舗装工事用の照明であるため海面に向けた照射は生じないこと、水中照度の現地

調査結果では表層（海面下 0.5m）での減衰率は 60～70％となっており水中では照

度が速やかに低下する状況であることから、大浦湾西部海域を特徴付ける生態系

であるサンゴ礁生態系の表層の遊泳魚類として確認されているカスミアジやヨコ

シマサワラという生態系の上位種についての行動等の変化は小さいと予測され、

生態系のもつ機能のうち生物の共存機能等の変化は生じないと予測されます。 

 

  5) 砂材等による動植物種の混入 

埋立てに用いる土砂のうち概ね 1,700 万 m3については、沖縄県内の砂材等の購

入のほか、浚渫土を含む建設残土の受け入れ、県外からの調達等を含めて行うこ

ととしております。現時点では砂材等の供給元などの詳細については確定してい

ないため、その影響の質や程度を予測することはできませんが、砂材等に海砂を
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用いる場合などには他水域の動植物種が混入する可能性があります。具体的には、

海底の砂泥に赤潮プランクトンの休眠状態のシストが付着していたり、生きたま

まの海藻類や底生動物が海砂に混入して持ち込まれる可能性があります。当該海

域に元々生息していない種類が持ち込まれた場合には、在来の海域生態系に影響

を及ぼす可能性が考えられます。一方、山砂などの陸上の砂材等を用いる場合、

これに混入する生物が海域に流出したとしても、海水中の塩分等の環境条件に適

応して生息することはないと考えられることから、在来の海域生態系に影響を及

ぼすことはないと推定されます。 

これらのことを踏まえ、砂材等の調達計画の策定においては、供給元での環境

保全に関する配慮・取り組み等を勘案し、上記のような生態系に対する影響を及

ぼさない材料を選定することによって環境保全に配慮します。 

 

  6) 海底地形の改変 

海底地形の改変は海上ヤードの設置に伴い、大浦湾奥部海域において発生しま

す。海上ヤードの設置位置は、緩傾斜の砂泥質海底が広がる範囲に当たっており、

当該地域を特徴付ける生態系の一つであるサンゴ礁生態系の分布範囲とは重なっ

ていません。また、最も近い注目すべきサンゴ群生である塊状ハマサンゴ群生か

らも十分離れていることから、サンゴ礁生態系に対する海底地形の改変は生じま

せん。 

 

 

(資料) 

社団法人日本水産資源保護協会(2006). 水産用水基準（2005 年版）. 

社団法人日本水産資源保護協会(1997). 水産研究叢書 47 水中音の魚類に及ぼす影響. 

社団法人日本水産資源保護協会(1995). 新潟港道路(トンネル)漁業環境影響調査報告
書.(社団法人日本水産資源保護協会(1997)より引用)． 
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図-6.19.1.2.1.2 工事の実施による海域生態系を構成する動植物の 

生息生育環境の変化の程度の概要 

 

 

 

 

 

 

嘉陽～安部地先 
大浦湾東部 

大浦湾奧部 

大浦湾口部 

大浦湾西部 

辺野古地先 

豊原～松田地先 

[豊原～松田地先] 

水の濁り・堆積：影響は及び

ません。 

水の汚れ：発生しません。 

騒音・振動：発生しません。 

夜間照明：発生しません。 

[大浦湾奧部] 

水の濁り・堆積：海上ヤード近傍

は、一時的に生息生育環境の変

化が生じるおそれがあります。 

水の汚れ：発生しません。 

騒音・振動：水中騒音の増加によ

り一部について生息環境の変

化が生じるおそれがあります。 

夜間照明：発生しません。 

海底地形の改変：地域を特徴付け

るサンゴ礁生態系の改変は生

じません。 

[嘉陽～安部地先] 

水の濁り・堆積：発生しません。

水の汚れ：発生しません。 

騒音・振動：発生しません。 

夜間照明：発生しません。 

[大浦湾東部] 

水の濁り・堆積：ほとんど発生し

ません。 

水の汚れ：発生しません。 

騒音・振動：生息環境の変化は小

さいと予測されます。 

夜間照明：発生しません。 

[大浦湾口部] 

水の濁り・堆積：高濃度の濁りの場

合、生息生育環境の変化が生じる

可能性があります。 

水の汚れ：発生しません。 

騒音・振動：水中騒音の増加により

一部について生息環境の変化が生

じるおそれがあります。 

夜間照明：発生しません。 

【工事の実施】

[大浦湾西部] 

水の濁り・堆積：高濃度の濁りの場合、

生育環境等の変化の可能性があります 

水の汚れ：局所的に pHの変化はみられま

すが、その影響はないと予想されます。

騒音・振動：水中騒音の増加により生息

環境の変化が生じるおそれがあります。

夜間照明：舗装工事を実施する短期間(3

ヶ月間)のみ発生しますが、表層遊泳性

魚類の行動等の変化は小さいと予測さ

れます。 

[辺野古地先] 

水の濁り・堆積：生息生育環

境の変化は小さいと予測さ

れます。 

水の汚れ：発生しません。 

騒音・振動：生息環境の変化

は小さいと予測されます。 

夜間照明：発生しません。 
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6.19.1.2.2 施設等の存在及び供用 

 (1) 予測の概要 

施設等の存在及び供用における影響の予測について、地域を特徴付ける生態系

に係る予測の概要を整理し、これらが及ぼす海域生態系を構成する生物種の変化

を予測しました。 

施設等の存在及び供用における海域生態系の予測概要は、表-6.19.1.2.2.1に示

すとおりです。 

 

表-6.19.1.2.2.1 海域生態系に係る予測の概要（施設等の存在及び供用） 

項 目 内 容 

予測項目 地域を特徴付ける生態系 

影響要因 ・埋立地の存在 

  代替施設の存在 

  辺野古地先水面作業ヤードの存在 

  海上ヤードの存在 

・航空機の運行 

・飛行場の施設の供用 

予測地域 調査地域のうち、海域区分及び生態系の類型区分を踏まえ、影響要因

毎に海域生態系に係る環境影響を受けるおそれがあると認められる地

域とします。 

予測対象時期等 各地域の海域生態系の特性を踏まえて、環境影響を的確に把握できる

時期とします。 

なお、施設等の存在及び供用時の予測対象時期等は、埋立地の存在、

航空機の運行、飛行場の施設の供用により、海域生態系に係る影響を的

確に把握できる時期とします。 

予測の手法 地域を特徴付ける生態系の区域と、業実施区域並びに環境変化が生じ

る範囲とを重ね合わせ、既存の知見等を参考として生態系の生物生息環

境を構成する種類、生態系の主要な生物種、上位種の生態的特性を踏ま

えて定性的に予測しました。 

 



6-19-1-146 

 (2) 予測方法 

  1) 予測項目の選定 

施設等の存在及び供用における海域生態系の予測概要を示した表-6.19.1.2.2.1

から、予測項目を検討するために図-6.19.1.2.2.1を作成しました。 

この検討から、埋立地の存在については海面・海浜の消失、流れ・波浪の変化

が、航空機の運航については騒音の発生が、飛行場の施設の供用については夜間

照明、飛行場施設からの排水、船舶の航行が考えられます。よって、これらを予

測項目として選定し、表-6.19.1.2.2.2に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.19.1.2.2.1 施設等の存在及び供用における海域生態系に対する 

予測項目の検討 

代替施設の存在 

辺野古地先水面作業ヤードの存在

【埋立地の存在】 

【航空機の運航】 

【飛行場の施設の供用】 

海面・海浜の消失 

海域生態系に及ぼす 

影響の予測項目 

流れ・波浪の変化 

夜間照明 

船舶の航行 

影響要因 

飛行場施設 

からの排水 

騒音の発生 
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表-6.19.1.2.2.2 施設等の存在及び供用における海域生態系に係る予測項目の選定 

影響要因 予測項目 

埋立地の存在 
海面・海浜の消失 

流れ・波浪の変化 

航空機の運航 騒音の発生 

飛行場の施設の供用 

夜間照明 

施設からの排水 

船舶の航行 

 

 

 

 

  2) 予測対象とする地域を特徴付ける生態系の選定 

地域を特徴付ける生態系については、「6.19.1.2.1 工事の実施」での検討と

同じ方針によってそれぞれの海域の生態系を選定するものとし、その生態系内

の生物生息基盤を構成する海藻草類やサンゴ類の構成及び食物連鎖関係から、

表-6.19.1.2.1.3に示すとおり、生態系ごとに注目すべき生物種、食物連鎖の上位

種を選定しました。 
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 (3) 予測結果 

前述で選定した予測項目について、生態系ごとに注目すべき生物種、食物連鎖

の上位種の生息・生育状況の変化を予測しました。以下に示した予測内容を、水

域別に総括した概要を図-6.19.1.2.2.4に示します。 

 

  1) 海面・海浜の消失 

代替施設等の存在による海面及び海浜の消失に伴う海域生態系への影響につい

ては、代替施設本体の存在による海面の消失、及び辺野古地先水面作業ヤードの

存在による海面及び海浜の消失の 2点が直接的影響として挙げられます。 

 

  (a) 代替施設本体 

代替施設本体の存在により、埋立事業区域内の海面が消失し、辺野古地先及

び大浦湾西部海域の生態系を構成する場の消失という影響が想定されます。 

地域を特徴付ける生態系として、辺野古地先では海草藻場生態系とサンゴ礁

生態系、大浦湾西部海域ではサンゴ礁生態系を選定しました。 

代替施設本体の設置に伴う海草藻場の消失状況は図-6.19.1.2.2.2に示すと

おりであり、辺野古地先では海草藻場の 25.5ha、大浦湾側で 3.6ha と推定され

ます。また、消失する海草類の生育範囲においては、リュウキュウアマモやボ

ウバアマモなどを主構成種とする高い被度の区域も含まれており、海草藻場の

もつ機能（物質循環、生物の共存、環境保全）の一部が消失する可能性が考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.19.1.2.2.2 埋立域の範囲と被度 25％以上の海草類の生育範囲 

代替施設本体

辺野古地先水面 

作業ヤード 

(漁港東側) 
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海草藻場のもつ機能のうち物質循環については、代替施設本体の設置に伴う海

草藻類の消失によって、当該海域での底質等からの栄養塩吸収が減少するという

変化が考えられます。ただし、辺野古地先から松田地先までの広い範囲における

藻場の広がりや、経年的に生育範囲の変動が大きいことを勘案すると、栄養塩等

の物質循環の変化が周辺の海域生物群集等に与える影響は小さいものと考えられ

ます。 

海草藻場内では種々の生物が共存しており、ある生物種や群集が生息しなくな

ると、これと共存していた種類に影響が発生する可能性が考えられます。しかし、

代替施設本体の埋立域に集中して生息している生物種や群集はみられず、多くの

生物種や群集は、辺野古地先から松田地先に広がる海草藻場の広い範囲に分布し

ています。このことから、代替施設本体の存在によって海草藻場の一部が消失し

ても、周辺海域における海域生物の群集や共存の状況に大きな変化は生じないと

予測されます。 

なお、6.13 海域生物の項で選定された重要な種のうち、海草藻場への依存性が

比較的高い種で、辺野古地先（代替施設本体の埋立域とその周辺）の海草藻場に

生息しているものとして、オオアシヤガイ、サラサダマ、クサイロカノコ、マル

シロネズミ、アラゴマフダマ、ニライカナイゴウナ、リュウキュウサルボウ、ソ

メワケグリ、ウチワガイ、サザナミマクラ、ヤマホトトギス、ユキミノガイ、カ

ブラツキガイ、イレズミザル、カワラガイ、オキナワヒシガイ、リュウキュウア

オイ、コニッコウガイ、ヒメニッコウガイ、ヒラセザクラ、ミガキヒメザラ、タ

イワンシラオガイ、オミナエシハマグリなどの軟体動物が記録されています。こ

れらの種についても代替施設の範囲に集中して分布するものではなく、他の海草

藻場が分布する地域にも生息が確認されており、残存する周辺の海草藻場におい

て生息環境は保全されるものと考えられます。 

大浦湾西部海域では、海域を特徴付ける生態系として、サンゴ礁生態系を選定

しています。 

代替施設本体の設置に伴うサンゴ礁の消失状況は、図-6.19.1.2.2.3に示すとお

りであり、大浦湾西部海域のサンゴ類生息域の一部が消失し、消失面積は約 7ha

と推定されます。 

消失するサンゴ類の生息範囲におけるサンゴ類は、アナサンゴ、コブハマサン

ゴ、ノリコモンサンゴやキクメイシ属など事業実施区域周辺で広くみられる種類

であり、被度も全般に 5～10％と低い状況です。そのため、埋立てによるサンゴ

類そのものの生息域の減少の程度は小さいと考えられます。ただし、当該のサン

ゴ礁がもつ機能の面からは、生物生産や生物の共存等に関する影響が考えられま

す。すなわち、前述の大型魚食性魚類が頂点に立つ食物連鎖の低次段階では、魚

食性魚類の餌料となる小型魚類が存在する必要があり、小型魚類の生産のために
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は、その餌料となる動植物の生産、存在が必要です。また、サンゴ群生の空間は、

産卵の場として利用されており、生物の共存による再生産活動が行われています。

具体的には、大浦湾西部海域における代替施設本体の設置は、サンゴ礁生態系を

構成する注目種のスズメダイ科の魚類や、上位種であるゴマウツボ、ドクウツボ、

スジアラ、コクハンアラ、ヤイトハタ、バラハタ、マダラハタ、カスミアジ、バ

ラフエダイ、ヨコシマサワラなどに対して上述のような影響を及ぼすと考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.19.1.2.2.3 埋立域とサンゴ類の生息範囲 

 

  (b) 辺野古地先水面作業ヤード 

辺野古地先水面作業ヤードの存在については、辺野古川河口の作業ヤード予

定区域内にある海浜と、辺野古漁港東側の海浜が消失します。 

辺野古川の河口内にみられる海浜については、河川内に位置し比較的小規模

であるため、海域生態系の観点からは当該海域を特徴付ける生態系としては着

目していません。また、漁港東側の消失域には、被度 25％以上の海草類は分布

しておらず（図-6.19.1.2.2.2参照）、海草藻場生態系を構成する場にはなって

いません。 

なお、辺野古地先水面作業ヤードについては、前述のように海域生態系の観

点からは着目していませんが、この範囲に含まれる調査地点の結果も含めて重

要な種の分布状況を整理しており、この消失等の影響について「6.13 海域生物」

において検討しています。また、「6.19.2 陸域生態系」においては、オカヤド

カリ類・オカガニ類の調査地点を設定し、河口砂浜と後背地の状況について検

討を行っています。 
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  2) 流れ・波浪の変化 

埋立てによる波浪の変化、及び流れの変化については「6.9 水象」で示してい

ます。 

埋立てによる波浪の変化は、代替施設本体の南側護岸前面及び海上ヤード周辺

においてみられ、この検討対象とした生態系としては辺野古地先海域の海草藻場

生態系とサンゴ礁生態系、大浦湾奥部海域の干潟生態系とサンゴ礁生態系、大浦

湾口部のサンゴ礁生態系が該当しています。波浪の変化は、代替施設本体の南側

護岸前面及び海上ヤード周辺の局所的な範囲においてみられ、海草類の分布範囲

ではほとんど変化していません。また、サンゴ類の生息する範囲では変化はみら

れていません。 

また、流れの変化は、大浦湾内や代替施設周辺でみられますが、数 cm/s 以上の

流速変化がみられる範囲は、代替施設本体の護岸近傍及び東側護岸沖の水深の深

い部分にみられています。 

このような状況から、埋立てにより強い波浪や流れが発生し、海草類の流出や

埋没、サンゴ類の着生や成長の阻害、海水が滞留しての海草類やサンゴ類の生育

や成長を阻害するような影響は、いずれもほとんどないと考えられます。 

また、これらの生態系が大きく変化することはないと考えられますので、現在

有している生態系の機能（物質循環、生物の共存、環境保全）に関する変化も大

きなものではないと推定されます。 

 

  3) 騒音の発生 

航空機の運航による騒音の発生による影響に関して、空中音はほとんど水面で

反射して水中には入らないと考えられるため、音に関する生息環境の変化は飛行

場区域に近い海域においてもほとんどないものと予測されます。 

 

  4) 飛行場施設の供用 

  (a) 夜間照明 

飛行場施設の供用に伴う夜間照明については、辺野古地先及び大浦湾西部海

域の生態系を構成する生物群のうち、表層を遊泳する魚類に対する影響が想定

されます。この辺野古地先の海草藻場生態系、サンゴ礁生態系ではカスミアジ、

大浦湾西部海域のサンゴ礁生態系ではカスミアジやヨコシマサワラという生態

系の上位種が生息しています。一般に、夜間、海面近くに灯火が存在した場合

には、生態系の上位種の行動そのものが変化したり、餌料となる生態系で下位

の生物種(甲殻類等の底生動物や小型魚類等)の行動が変化し、間接的に上位種

の行動も変化するという、生態系内で影響伝達の可能性が想定されます。 
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なお、大浦湾西部海域ではジュゴン及びウミガメ類の来遊が現地調査の結果

でも確認されており、これらについても飛行場施設の供用に伴う夜間照明等の

影響が及ぶ可能性が考えられます。これらについては、「6.13 海域生物」、「6.16

ジュゴン」において影響を予測し、評価しています。 

 

  (b) 飛行場施設からの排水 

供用時における飛行場施設からの排水による水質変化については「6.6 水の汚

れ」で示しています。供用時の塩分や COD の変化は辺野古リーフ内の排水口近

傍と美謝川河口域の局所的な範囲に限られています。 

これらについては、辺野古地先及び大浦湾西部海域の生態系への影響が考慮

されますが、海草類・サンゴ類が生育・生息するリーフ周辺ではほとんど変化

しないと考えられ、供用時の飛行場施設からの排水によって、海草類やサンゴ

類の生長・成長を阻害するような塩分や水質の変化はほとんどないと考えられ

ます。 

さらに、これらの生態系の生息基盤となる海草類、サンゴ類が大きく変化し

ないと考えられるため、生態系を構成する他の要素、干潟の機能（物質循環、

生物の共存、環境保全）も変化しないと考えられます。 

 

  5) 船舶の航行 

船舶の航行による影響については、飛行場施設の供用に伴い定期的に運航する

船舶のバラスト水の排水による海域生物の移入が考えられます。ただし、定期運

航する船舶としては航空機用燃料を運搬するタンカーとヘリコプター等が故障し

た場合の輸送船が考えられますが、多量のバラスト水を利用するタンカーについ

ては、本施設での海水取水となり、バラスト水の排水はありません。このため、

船舶の航行によって想定されるバラスト水の影響による環境変化はないものと考

えられます。 
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図-6.19.1.2.2.4 施設等の存在及び供用における海域生態系を構成する 

動植物の生息生育環境の変化の程度の概要 

嘉陽～安部地先 
大浦湾東部 

大浦湾奧部 

大浦湾口部 

大浦湾西部 

辺野古地先 

豊原～松田地先 

[大浦湾口部] 

施設等の存在：流れの変化、波浪の変化は生じます

が、局所的であり、生息・生育状況の変化は小さ

いと予測されます。 

飛行機の運航：空中騒音の水中への伝搬は少ないと

予測されます。 

飛行場の供用：施設からの排水、船舶の航行による

生息生育環境の変化は小さいと予測されます。 

[大浦湾東部] 

[大浦湾奧部] 

[豊原～松田地先] 

施設等の存在：流れの変化、波浪の変化はほとん

どないと予測されます。 

飛行機の運航：空中騒音の水中への伝搬は少ない

と予測されます。 

飛行場の供用：夜間照明、施設からの排水、船舶

の航行による変化は及びません。 

[嘉陽～安部地先] 

施設等の存在：流れの変化、波浪の変化は及

びません。 

飛行機の運航：空中騒音の水中への伝搬は少

ないと予測されます。 

飛行場の供用：夜間照明、施設からの排水、

船舶の航行による変化は及びません。 

【施設等の存在及び供用】

[大浦湾西部] 

[辺野古地先] 

施設等の存在：流れの変化、波浪の変化は生じますが局所的であり、生息・生育状況の変化は

小さいと予測されます。 

飛行機の運航：空中騒音の水中への伝搬は飛行場区域の近傍でも小さいと考えられます。 

飛行場の供用：夜間照明は、魚類やその餌料生物などに対して影響を及ぼすおそれがあります。

施設からの排水、船舶の航行による影響はないものと考えられます。 
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6.19.1.3 評価 

6.19.1.3.1 工事の実施 

 (1) 環境影響の回避・低減に係る評価 

  1) 環境保全措置の検討 

工事の実施において、海域生態系に係る影響を低減させるため、既に以下の環

境保全措置を講じることとしています。 

 

・ 代替施設の位置については、海草類の生育する藻場の消失を少なくできるよ

うに計画しています。 

・ 大浦湾の自然環境保全の観点から、大浦湾西岸海域作業ヤード並びに関連し

た浚渫を取り止め、環境影響の回避を図ります。 

・ 大浦湾中央部での海上ヤードの位置を、塊状ハマサンゴ属群生域の分布位置

を考慮して移動させ、環境影響の回避、低減を図ります。 

・ 代替施設本体の護岸は傾斜堤護岸とし、捨石、目潰し砕石及び消波ブロック

による構造とすることで、岩礁性海岸に生息生育する種の生息生育場として

好適なものとなるようにしています。 

・ 埋立区域内に生息するサンゴ類は比較的少ない状況ですが、埋立てに伴って

やむを得ず消失することになるため、可能な限り工事施工区域外の同様な環

境条件の場所に移植し、その後、生息状況について事後調査を実施します。 

・ 海中への石材投入や床堀・浚渫及び海上ヤードの撤去による水の濁りの影響

を低減させるため、汚濁防止膜や汚濁防止枠を適切に設置・使用します。 

・ 埋立工事は、外周護岸を先行施工して可能な限り外海と切り離した閉鎖的な

水域をつくり、その中へ埋立土砂を投入することにより、埋立土砂による濁

りが外海へ直接拡散しないような工法とします。 

・ 埋立てを終えた工区については、降雨等により裸地面から濁水が海域に流出

しないよう、裸地面を転圧・締固めした上で周囲に盛土を施し、埋立部に雨

水等を浸透させ、護岸背面に防砂シートを施し、ろ過処理を行います。 

・ 最終の埋立区域は閉鎖性水域にならないため、汚濁防止膜により対策を行い

ます。また、台風の来襲時には、汀線付近の埋立土砂露出部にマット等を設

置する等の対策を施し、埋立土砂の流出防止を図ります。 

・ 飛行場地区においては、恒久対策が完了するまでの間は、赤土等流出防止対

策を実施します。 

・ 改変区域においては、赤土等流出防止対策に基づいて、発生源対策、流出防

止対策、濁水処理プラントの設置等を実施します。 
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これらの環境保全措置を講じることを踏まえ、工事の実施における海域生態

系に係る影響を予測した結果、以下について影響が生じるおそれがあると予測

しました。 

 

・ 水の濁り・堆積については、大浦湾奥部（ただし海上ヤードの近傍）、大浦湾

西部及び大浦湾口部のサンゴ礁生態系に影響を及ぼすおそれがあると予測し

ました。 

・ 埋立て用の砂材用による外来動植物種の混入については、現段階では砂材等

の調達計画が未定のため、影響発生については不明です。 

 

これらの予測された影響を低減すること、または上述した環境保全措置の効

果をより良くすることで環境への影響をさらに低減することを目的とし、以下

の環境保全措置を講じることとします。 

 

・ 工事の実施において周辺海域の海草藻場の生育分布状況が明らかに低下して

きた場合には、必要に応じて、専門家等の指導・助言を得て、生育基盤の環

境改善による生育範囲拡大に関する方法等を検討し、可能な限り実施します。 

・ 汚濁防止膜については、作業前には損傷の有無を確認し、損傷が確認された

場合は作業を一時中断し、速やかに補修します。 

・ 海中へ投入する石材は、採石場において洗浄し、濁りの発生が少なくなるよ

うにして使用することとし、濁りの発生負荷量を可能な限り低減させるよう

に努めます。 

・ 現段階では砂材等の調達計画が未定であるので、外来動植物の混入の影響低

減措置は決定できませんが、砂材等の供給元での環境保全に関する配慮・取

り組み等を勘案し、生態系に対する影響を及ぼさない材料を選定することに

よって環境保全に配慮します。 

・ 台風時は工事を中止し、台風接近前に施工中の造成面に浸食防止剤散布等の

発生源対策を行い、降雨による裸地面からの赤土等流出を防止します。 

・ 作業員等の食物残滓の海域への投棄の禁止等、工事中の管理を徹底させます。 

・ 環境保全措置が速やかに講じられる監視体制を構築してウミガメ類、サンゴ

類、海藻草類及びジュゴンの事後調査並びにサンゴ類及び海藻草類の環境監

視調査を実施し、調査結果を踏まえて、必要に応じて専門家等の指導・助言

を得て、必要な措置を講じます。 
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  2) 環境影響の回避・低減の検討 

調査及び予測の結果、並びに環境保全措置の検討結果を踏まえると、工事の実

施により海域生態系に及ぼす影響については、事業者の実行可能な範囲内で最大

限の回避・低減が図られているものと評価しました。 

 
 

 (2) 国又は地方公共団体による環境保全の基準又は目標との整合性に係る評価 

  1) 環境保全の基準又は目標 

沖縄県環境基本計画の中の「事業別環境配慮指針」として、「飛行場の設置又

は変更の事業」において「自然性の高い地域にあっては、工事計画、飛行計画の

工夫等により、騒音や光等による野生生物への影響の低減に努める」と記載され

ており、「埋立及び干拓の事業」において「その他、当該事業の実施にあたり、

周辺環境への影響について把握し、環境への影響を最小限にとどめるよう十分配

慮する。」と記載されています。また、同基本計画の「圏域別配慮指針」におけ

る「沖縄島北部圏域」では、「開発等事業においては、生態系の攪乱、赤土等の

流出、景観の悪化を生じさせないよう、事業の場所、規模、工法等について細心

の注意を払う。」と記載されております。よって、この３つを環境保全の基準又

は目標とします。 

 

  2) 環境保全の基準又は目標との整合性 

調査及び予測の結果、並びに環境保全措置の検討結果を踏まえると、工事の実

施により海域生態系に及ぼす影響は、最小限にとどめるよう十分配慮されている

と考えられることから、環境保全の基準又は目標との整合性は図られているもの

と評価しました。 
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6.19.1.3.2 施設等の存在及び供用 

 (1) 環境影響の回避・低減に係る評価 

  1) 環境保全措置の検討 

施設等の存在及び供用において、海域生態系に係る影響を低減させるため、

既に以下の環境保全措置を講じることとしています。 

 

・ 代替施設本体の護岸は傾斜堤護岸とし、捨石、目潰し砕石及び消波ブロック

による構造とすることで、岩礁性海岸に生息生育する種の生息生育場として

好適なものとなるようにしています。 

・ 大浦湾の自然環境保全の観点から、大浦湾西岸海域作業ヤード並びに関連し

た浚渫を取り止め、環境影響の回避を図ります。 

 

これらの環境保全措置を講じることを踏まえ、工事の実施における海域生態

系に係る影響を予測した結果、以下について影響が生じるおそれがあると予測

しました。 

 

・ 代替施設本体の存在については、対象事業実施区域の海面が消失することに

伴って、この区域内の海草藻場生態系とサンゴ礁生態系の範囲が消失します。 

・ 飛行場の供用における夜間の照明施設運用により、近傍海域の表層を遊泳す

る魚類に対して影響が及ぶおそれがあります。 

 

これらの予測された影響を低減すること、または上述した環境保全措置の効

果をより良くすることで環境への影響をさらに低減することを目的とし、以下

の環境保全措置を講じることとします。 

 

・ 埋立区域内に生息するサンゴ類を可能な限り工事施工区域外の同様な環境条

件の場所に移植することとしており、その生息状況について事後調査を行う

と共に、保全に努めます。 

・ 代替施設の存在に伴い消失する海草藻場に関する措置として、改変区域周辺

の海草藻場の被度が低い状態の箇所を主に対象として、専門家等の指導・助

言を得て、生育基盤の環境改善による生育範囲拡大に関する方法等を検討し、

可能な限り実施します。 

・ 代替施設の存在に伴い周辺海域の海草藻場の生育分布状況が明らかに低下し

てきた場合には、必要に応じて、専門家等の指導・助言を得て、生育基盤の

環境改善による生育範囲拡大に関する方法等を検討し、可能な限り実施しま

す。 
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・ 海藻草類や表層を遊泳する魚類への光による影響を回避するため、可能な限

り海面に向けた照射を避けることについて、米軍に対してマニュアル等を作

成して示すことにより周知します。 

 

  2) 環境影響の回避・低減の検討 

調査及び予測の結果、並びに環境保全措置の検討結果を踏まえると、施設等の

存在及び供用により海域生態系に及ぼす影響については、事業者の実行可能な範

囲内で最大限の回避・低減が図られているものと評価しました。 

 

 

 (2) 国又は地方公共団体による環境保全の基準又は目標との整合性に係る評価 

  1) 環境保全の基準又は目標 

沖縄県環境基本計画の中の「事業別環境配慮指針」として、「飛行場の設置又

は変更の事業」において「自然性の高い地域にあっては、工事計画、飛行計画の

工夫等により、騒音や光等による野生生物への影響の低減に努める」と記載され

ており、「埋立及び干拓の事業」において「その他、当該事業の実施にあたり、

周辺環境への影響について把握し、環境への影響を最小限にとどめるよう十分配

慮する。」と記載されています。また、同基本計画の「圏域別配慮指針」におけ

る「沖縄島北部圏域」では、「開発等事業においては、生態系の攪乱、赤土等の

流出、景観の悪化を生じさせないよう、事業の場所、規模、工法等について細心

の注意を払う。」と記載されております。よって、この 3つを環境保全の基準又

は目標とします。 

 

  2) 環境保全の基準又は目標との整合性 

調査及び予測の結果、並びに環境保全措置の検討結果を踏まえると、施設等の

存在及び供用により海域生態系に及ぼす影響は、最小限にとどめるよう十分配慮

されていると考えられることから、環境保全の基準又は目標との整合性は図られ

ているものと評価しました。 

 

 

 




